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学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について

学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について、別紙のとおり報告し

ます。
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学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について

１ 県内産食材使用率の推移

○ 平成１３年度から伸びてきている県内食材の使用率が、平成２２年度は６２％となった。

（市町村ごと、品目ごとの状況は、別添資料のとおり）

【県平均】

年 度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

使用率 ３７％ ４１％ ４７％ ４９％ ５０％ ５３％ ５４％ ５４％ ５７％ ６２％

〔知事マニュフェスト 平成２２年度：６０％〕

○ 各市町村が状況に応じた取組を積極的に実施

・ 県内産食材の種類・使用頻度・量の見直し

(統一献立の見直し、１回の納入量を調整 等)

・ 関係機関との連携強化

（農協での一次加工品の提供、地元取引業者からの情報収集 等）

・ 地元生産者との連携強化

（物資の配送方法の確保、安定した納入 等）

２ 平成２２年度の主な取組

○ 学校給食県内産食材活用推進コーディネーターを県学校給食会に１名配置

（市町村との調整や県内産食材の利用促進の働きかけ など）

○ 市町村の個別の課題解決に向けた取組を実施するものに対し助成

（下処理調理員や食材供給調整等を行う者の雇用、保管庫や運搬車、食材保管処理を行う

機器の購入など）

○ 関係機関等による地産地消推進会議の開催（２回開催）

（市町村の学校給食関係者、栄養教諭、JA（生産者団体）等と推進方策を協議）

○ 地産地消推進について、栄養教諭、学校栄養職員との意見交換会の実施

○ 栄養教諭、学校栄養職員を対象に県内産食材を使用した調理方法や新メニュー開発などを

行う調理講習会の実施

○ 「県民の日」「全国学校給食週間」の取組として、県内産食材を活用した食に関する指導を

推進

３ 今後の取組

学校における地産地消を推進し、子どもたちに安全安心な食の提供や地域の食文化を伝える

ことにより、郷土を大切にする心や感謝の心を育むため、引き続き、市町村及び関係機関と連

携して取り組んでいく。

＜平成２３年度の主な取組＞

○ 学校給食県内産食材活用促進コーディネーターを県学校給食会に１名配置

（課題解決に向けた方策の検討及び市町村への働きかけ など）

○ 関係機関等による地産地消推進会議の開催（年１回）

○ 地産地消推進について、栄養教諭、学校栄養職員との意見交換会の実施

○ 栄養教諭、学校栄養職員を対象に地場産物を使用した学校給食献立調理講習会の実施

○ 安全安心のための学校給食調理師研修会の実施

1



2



3


